
「八重嘩姫」の人形

八鍬神社に奉納へ

岡谷の小野さん

像のモデル訪湖

岡
谷
市
長
地
片
闇
町
の
小
野
安
也
さ
ん
（
㍗
）
が
亡
き
母
の
思
い
出
の
品
で
あ
る
日
本
人
形
「
八
重
垣
姫
」
1

体
を
、
諏
訪
市
小
和
田
の
八
劫
神
社
に
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
諏
訪
湖
に
建
つ
八
重
垣
姫
像
の
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
人
形
で
、
太
平
洋
戦
争
の
空
襲
を
免
れ
、
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
人
形
が
作
ら
れ
て
約
8
0
年
。

母
の
7
回
忌
の
節
目
に
、
御
神
渡
り
（
御
渡
り
）
の
観
察
や
判
定
な
ど
で
諏
訪
湖
と
縁
の
あ
る
八
剣
神
社
で
長

く
保
存
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
決
断
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
尾
口
有
二
）

亡
き
母
の
形
見

空
襲
免
れ
8
0
年

小
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
母
利

子
さ
ん
の
実
家
が
松
本
の
人
形

店
に
依
頼
し
て
作
り
、
1
9
4

4
（
昭
和
1
9
）
年
に
嫁
入
り
道

具
と
し
て
持
た
せ
た
。
利
子
さ

ん
と
、
歯
科
医
だ
っ
た
夫
の
安

部
さ
ん
は
当
時
横
浜
に
住
ん
で

小
野
さ
ん
が
ハ
叙
神
社

に
奉
納
す
る
日
本
人
形

「
八
重
垣
姫
」

lT一■t・・・・・－・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．

い
た
。
翌
年
空
襲
に
遭
っ
た
が
、

人
形
は
安
郎
さ
ん
の
山
梨
の
実

姫
ま
つ
り
」
を
報
道
す
る
新
聞
を
見
る
小
野
安
也
さ
ん

家
に
あ
り
、
難
を
逃
れ
た
と
い

う
。
高
親
は
4
9
年
、
縁
あ
っ
て

諏
訪
市
中
浜
町
へ
引
っ
越
し
、

人
形
も
移
し
た
。
安
郎
さ
ん
は

6
0
年
に
死
去
。
人
形
は
Ⅷ
年
代

に
岡
谷
市
に
眉
宅
を
建
て
た
小

野
さ
ん
宅
に
移
さ
れ
、
同
居
し

た
利
子
さ
ん
の
部
屋
で
保
管
さ

れた。信
玄
ゆ
か
り
の

か
ぶ
と
を
持
つ

、
八
重
垣
姫
は
人
形
浄
瑠
璃
文

粟
の
潰
竺
姦
誹
拳
」
に

登
場
す
る
架
空
の
人
物
。
上
杉

謙
信
の
娘
で
、
武
田
勝
頼
の
恋

人
と
の
設
定
だ
。

人
形
は
高
さ
7
0
琴
弱
。
赤
を

基
調
と
し
た
着
物
を
身
に
着
け
、

武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
諏
、
訪
法
性

の
か
ぶ
と
を
手
に
持
っ
て
い
る
。

保
存
状
態
は
良
い
。
顔
の
部
分

は
網
を
貼
っ
た
上
で
目
や
口
な

ど
を
描
い
て
お
り
、
確
認
し
て

も
ら
っ
た
人
形
店
関
係
者
も
「
珍

し
い
」
と
話
し
た
と
い
う
。

湖
上
花
火
で
有
名
な
8
月
中

旬
の
諏
訪
湖
祭
。
中
浜
町
の
有

志
は
禦
昭
和
苔
年
か
ら
4
年

ほ
ど
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
八
重
垣
姫
ま
つ
り
」
を
計
画
。
高

諏
訪
湖
に
建
つ
八
重
垣
姫
像

さ
5
㍍
ほ
ど
の
「
八
重
垣
姫
」

を
作
っ
て
湖
畔
に
登
場
さ
せ
、

盛
り
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
た

と
い
う
。
製
作
で
は
小
野
さ
ん

宅
の
人
形
を
模
し
た
。
諏
訪
湖

に
建
つ
八
重
垣
姫
像
は
閏
年
の

挙
止
。
当
時
の
岩
本
節
治
諏
訪

市
長
か
ら
依
頼
を
受
け
た
茅
野

市
出
身
の
彫
刻
家
矢
崎
虎
夫
は

脛
野
さ
ん
宅
に
人
形
を
見
に
訪

れ
、
参
考
に
し
た
と
い
う
。

、
7
回
忌
の
節
目

今
後
考
え
決
断

今
年
は
2
0
1
8
年
に
9
6
歳

で
他
界
し
た
利
子
さ
ん
の
7
回

忌
に
当
た
る
。
今
後
の
人
形
の

保
存
を
考
え
る
中
、
小
野
さ
ん

は
姉
や
弟
と
相
談
し
、
八
斜
神

社
へ
の
奉
納
を
決
め
た
と
い
う
。

奉
納
は
今
月
2
0
日
で
、
奉
献
奉

告
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

卑
人
形
は
斎
館
床
の
間
に
飾

ら
れ
る
予
定
。

r
1
0
月
2
6
日
に
は
諏
訪
市
の
諏

訪
湖
畔
で
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
「
本

筋
廿
四
孝
奥
庭
狐
火
の
芦

が
上
演
さ
れ
る
な
ど
八
重
垣
姫

へ
の
関
心
が
高
ま
る
。
小
野
さ

ん
は
「
由
緒
あ
る
神
社
に
保
存

さ
れ
、
母
も
喜
ぶ
と
思
う
。
供

葛
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。


